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一
、
は
じ
め
に

　

平
安
期
に
書
写
さ
れ
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
本
は
、粘
葉
本
や
伊
予
切
・

関
戸
本
・
雲
紙
本
・
安
宅
切
・
益
田
本
（
正
式
名
称
、
所
蔵
な
ど
は
後
述

す
る
）
な
ど
を
は
じ
め
、
華
麗
な
装
飾
料
紙
を
用
い
て
書
写
さ
れ
る
。
粘

葉
本
・
関
戸
本
以
外
で
は
巻
子
本
に
仕
立
て
ら
れ
、
書
写
に
際
し
て
も
、

漢
詩
を
楷
書
や
行
書
で
書
く
な
ど
変
化
を
つ
け
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
諸
本
の
な
か
に
も
、
雲
紙
や
金
銀
箔
散
ら
し

の
料
紙
を
用
い
た
も
の
、
巻
子
装
の
も
の
、
伝
世
尊
寺
行
能
筆
本
（
逸
翁

美
術
館
蔵
）
な
ど
の
よ
う
に
楷
書
や
行
書
を
取
り
混
ぜ
、
変
化
に
富
ん
だ

書
写
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
現
存
す
る
。

こ
れ
ら
の
写
本
は
調
度
品
と
し
て
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
料
紙
や
装

丁
だ
け
で
な
く
、
表
記
に
も
こ
だ
わ
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
巻
子
本
に
仕
立
て
る
理
由
を
調
度
品
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
説
明

し
き
れ
な
い
。

平
安
時
代
末
に
藤
原
基
俊
が
書
写
し
た
多
賀
切
は
巻
子
本
で
は
あ
る

が
、
墨
の
界
線
を
引
い
た
素
紙
が
用
い
ら
れ
、
詳
細
な
詩
題
を
書
き
加
え

る
な
ど
、
研
究
的
な
書
写
態
度
が
見
ら
れ
る
。
鎌
倉
期
以
後
の
写
本
で
も

巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
が
多
く
伝
わ
る
が
、
こ
れ
ら
は
調
度
品
と
し

て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
は
言
い
が
た
く
、
見
た
目
の
た
め
の
装
丁
と
は
言

え
な
い
。

本
稿
で
は
写
本
の
形
式
の
点
か
ら
『
和
漢
朗
詠
集
』
が
ど
の
よ
う
に
享

受
さ
れ
て
き
た
の
か
を
考
察
す
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
書
写
と
装
丁
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二
、『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
本

ま
ず
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
伝
本
を
確
認
し
て
お
く
。
次
に
掲
出
し

た
諸
本
一
覧
は
、
お
も
に
国
文
学
研
究
資
料
館
の
若
手
共
同
研
究
で
調
査

し
た
伝
本
で
あ
り
、
そ
の
研
究
成
果
で
あ
る
校
本
を
利
用
し
た
も
の
で
あ

る（
1
（

。『
和
漢
朗
詠
集
』
伝
本
の
う
ち
、
完
本
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
形
で
現

存
す
る
も
の
で
、
平
安
～
南
北
朝
ご
ろ
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
も
の
を
中
心

に
扱
っ
た
。
ま
た
、
現
在
は
裁
断
さ
れ
、
断
簡
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
も
、

影
印
な
ど
で
お
お
よ
そ
の
全
容
が
確
認
で
き
る
も
の
や
主
な
古
筆
切
、
一

部
は
江
戸
期
の
写
本
を
も
加
え
た
。
な
お
、
諸
本
略
称
に
※
を
付
し
た
も

の
は
、
あ
と
の
諸
本
異
同
に
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
通
し
番
号
の
あ
と

に
、
諸
本
略
称
（
所
蔵
先
と
諸
本
名
称
）（
書
写
年
代
）
装
丁
・
料
紙
の

装
飾
を
順
に
掲
げ
る
。

《
平
安
時
代
書
写
》

1
粘
葉
本
（
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
伝
藤
原
行
成
筆
粘
葉
本
）

　

粘
葉
装
・
唐
紙

2
伊
予
切
（
伝
藤
原
行
成
筆
伊
予
切
）・
粘
葉
装
・
飛
雲

3
近
衛
本
（
陽
明
文
庫
蔵
近
衛
本
倭
漢
抄
）（
一
一
世
紀
）

　

巻
子
装
・
唐
紙

4
関
戸
本
（
伝
藤
原
行
成
筆
関
戸
本
）（
一
一
世
紀
）

　

巻
子
装
・
染
紙

5
雲
紙
本
（
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
伝
藤
原
行
成
筆
雲
紙
本
）

　
（
一
一
世
紀
）
巻
子
装
・
雲
紙

6
公
任
筆
本
（
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
伝
藤
原
公
任
筆
巻
子
本
）

　

巻
子
装
・
唐
紙
な
ど

7
益
田
本
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
益
田
本
）（
一
一
世
紀
）

　

巻
子
装
・
染
紙
、
飛
雲
な
ど

8
行
成
砂
子
切
※
（
伝
藤
原
行
成
筆
金
銀
砂
子
切
）

　
（
一
一
世
紀
後
半
）・
巻
子
装
・
金
銀
砂
子

9
公
任
唐
紙
本
切
※
（
伝
藤
原
公
任
筆
唐
紙
本
朗
詠
集
切
）

　
（
一
一
世
紀
後
半
）
巻
子
装
・
唐
紙

10
太
田
切
※
（
伝
藤
原
公
任
筆
太
田
切
）
巻
子
装
・
唐
紙

11
大
内
切
※
（
伝
藤
原
公
任
筆
大
内
切
）
巻
子
装
・
唐
紙

12
下
絵
朗
詠
集
切
※
（
伝
藤
原
公
任
筆
下
絵
朗
詠
集
切
）

　

巻
子
装
・
金
銀
砂
子
、
下
絵

13
多
賀
切
※
（
多
賀
切
）（
一
一
一
六
年
）
巻
子
装
・
素
紙

14
葦
手
絵
本
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
世
尊
寺
伊
行
筆
和
漢
朗
詠
抄
）

　
（
一
一
六
〇
年
）
巻
子
装
・
葦
手
絵

15
戊
辰
切
（
戊
辰
切
）（
一
二
世
紀
）
巻
子
装
・

　

金
銀
箔
、
砂
子
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16
安
宅
切
※
（
伝
藤
原
行
成
筆
安
宅
切
）（
一
二
世
紀
）

　

巻
子
装
・
金
銀
砂
子
な
ど

17
久
松
切
（
伝
藤
原
行
成
筆
久
松
切
、
下
巻
出
光
美
術
館
蔵
）

　
（
一
二
世
紀
）
巻
子
装
・
砂
子
、
飛
雲

18
山
城
切
（
伝
藤
原
定
頼
筆
山
城
切
）（
一
二
世
紀
）

　

粘
葉
装
・
素
紙

19
平
等
院
切
※
（
伝
源
頼
政
筆
平
等
院
切
）（
一
二
世
紀
）

　

巻
子
装
・
雲
紙

20
寂
然
本
※
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
伝
寂
然
筆
本
）

　

平
安
末
～
鎌
倉
初
・
粘
葉
装
（
枡
型
）・
雲
母
引
、
銀
砂
子

先
に
も
述
べ
た
通
り
、
平
安
時
代
に
書
写
さ
れ
た
写
本
は
装
飾
料
紙
を

用
い
た
巻
子
本
が
多
い
。
現
存
す
る
も
の
で
は
粘
葉
本
・
山
城
切
・
寂
然

本
以
外
は
巻
子
本
で
あ
る
。
料
紙
の
装
飾
も
多
種
多
様
で
、
素
紙
は
多
賀

切
と
山
城
切
の
み
で
、
大
字
切
・
法
輪
寺
切
・
太
田
切
・
下
絵
朗
詠
集
切

な
ど
の
古
筆
切
に
は
装
飾
料
紙
を
用
い
た
巻
子
本
が
多
い
。

特
に
公
任
筆
本
は
、
装
飾
料
紙
を
用
い
る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
諸
本

で
は
上
下
巻
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
頭
に
置
か
れ
る
目
録
が
付
さ
れ
ず
、
本
文
中

に
も
詩
題
や
作
者
が
一
切
書
か
れ
て
い
な
い
。
和
歌
も
草
仮
名
や
万
葉
仮

名
、
宣
命
書
に
す
る
な
ど
変
化
を
付
け
た
も
の
で
、
本
文
を
正
確
に
伝
え

る
と
い
う
よ
り
は
、調
度
品
と
し
て
の
見
た
目
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
平
安
時
代
書
写
の
諸
本
も
調
度
品
と
し
て
の
華
麗
さ
だ
け
が

あ
る
の
で
は
な
い
。
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
久
松
切
・
戊
辰
切
な
ど
で
は
、

墨
や
朱
の
訓
点
や
声
点
な
ど
が
付
さ
れ
、
本
文
が
読
ま
れ
て
き
た
こ
と
が

わ
か
る
。
戊
辰
切
や
行
成
砂
子
切
で
は
、
訓
点
な
ど
の
他
に
天
地
に
墨
界

が
引
か
れ
て
い
る
が
、
調
度
品
と
し
て
は
墨
の
界
線
や
訓
点
類
は
無
粋
に

感
じ
ら
れ
る
。

界
線
の
あ
る
写
本
と
し
て
は
、
平
安
後
期
に
書
写
さ
れ
た
山
城
切
が
あ

り
、
素
紙
を
用
い
た
綴
葉
装
冊
子
本
で
あ
る
が
、
天
地
だ
け
で
は
な
く
行

間
に
も
押
界
が
押
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
は
多

賀
切
が
あ
る
。
現
在
は
断
簡
し
か
伝
わ
ら
な
い
が
、
も
と
素
紙
の
巻
子
本

で
、
陽
明
文
庫
に
奥
書
部
分
が
伝
わ
り
、「
永
久
四
年
孟
冬
二
日
、
扶
老

眼
点
了
、
愚
隻
基
俊
」
と
あ
り
、
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
に
藤
原
基
俊

が
書
写
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
写
本
で
あ
る
。
多
賀
切
は
天
地
と
行
間
に

界
線
が
引
か
れ
、
朱
や
墨
の
訓
点
や
読
み
仮
名
な
ど
が
記
さ
れ
、
詩
題
注

記
も
詳
細
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
の
写
本
は
装
飾
料
紙
を
用
い
た
美
麗
な
も

の
が
多
く
、
漢
詩
や
和
歌
の
表
記
の
多
彩
さ
は
見
た
目
の
美
し
さ
、
文
字

の
鑑
賞
に
重
点
を
置
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
時
代
が
下

る
に
つ
れ
て
界
線
が
引
か
れ
、
詩
題
が
詳
細
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
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読
む
た
め
の
訓
点
な
ど
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

次
に
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
も
の
を
挙
げ
る
。

《
鎌
倉
時
代
書
写
》

21
嵯
峨
切
（
伝
後
京
極
良
経
筆
嵯
峨
切
）
巻
子
装
・
素
紙

22
正
安
本
（
正
安
二
年
奥
書
本
）
巻
子
装
・
素
紙

23
建
長
本
（
専
修
大
学
蔵
建
長
三
年
本
）（
一
二
五
一
年
）

　

綴
葉
装
・
素
紙

24
生
田
本
（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
生
田
文
庫
本
）

　

巻
子
装
・
素
紙

25
書
陵
部
為
家
為
定
本
（
書
陵
部
蔵
伝
冷
泉
為
秀
為
定
筆
本
）

　
（
上
巻
：
鎌
倉
、
下
巻
：
南
北
朝
）
巻
子
装
・
素
紙

26
逸
翁
零
本
（
逸
翁
美
術
館
蔵
巻
子
零
本
）
巻
子
装
・
素
紙

27
逸
翁
行
成
本
（
逸
翁
美
術
館
蔵
伝
藤
原
行
成
筆
本
）

　

巻
子
装
・
素
紙

28
逸
翁
伊
房
本
（
逸
翁
美
術
館
蔵
伝
世
尊
寺
伊
房
筆
本
）

　

巻
子
装
・
素
紙

29
今
治
寂
蓮
本
（
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
伝
寂
蓮
筆
本
）

　

巻
子
装
・
雲
紙

30
東
大
良
経
本
（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
伝
後
京
極
良
経
筆
本
）

　

綴
葉
装
・
素
紙

31
墨
流
本
（
伝
世
尊
寺
行
能
筆
墨
流
本
）
巻
子
装
・
墨
流
し

32
逸
翁
行
能
本
（
逸
翁
美
術
館
蔵
伝
世
尊
寺
行
能
筆
本
）

　

巻
子
装
・
素
紙

33
京
女
行
能
本
（
京
都
女
子
大
学
蔵
伝
世
尊
寺
行
能
筆
本
）

　

巻
子
装
・
素
紙

34
歴
博
伏
見
院
本
※
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
伝
伏
見
院
宸
筆
本
）

　

巻
子
装
・
紫
雲
紙

35
冷
泉
家
本
（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
）（
一
二
二
八
年
）

　

枡
型
綴
葉
装
・
素
紙

36
東
大
永
仁
本
（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
永
仁
五
年
書
写
本
）

　
（
一
二
九
七
年
）
巻
子
装
・
素
紙

37
家
隆
本
（
九
州
国
立
博
物
館
蔵
伝
藤
原
家
隆
筆
本
）

　
（
一
三
世
紀
）
巻
子
装
・
素
紙

38
嘉
元
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
嘉
元
三
年
書
写
本
）

　
（
一
三
〇
五
）
巻
子
装
・
素
紙

39
関
大
行
尹
本
（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
伝
世
尊
寺
行
尹
筆
本
）

　

折
本
（
も
と
巻
子
装
）・
素
紙

40
兼
好
本
（
東
北
大
学
三
春
秋
田
文
庫
蔵
伝
兼
好
筆
本
）

　

巻
子
装
・
素
紙
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41
浄
弁
本
（
陽
明
文
庫
蔵
伝
浄
弁
筆
本
）

　

鎌
倉
後
期
～
南
北
朝
・
巻
子
装
・
素
紙

42
逸
翁
為
秀
本
（
逸
翁
美
術
館
蔵
伝
冷
泉
為
秀
筆
）

　

鎌
倉
後
期
～
室
町
前
期
・
巻
子
装
・
素
紙

43
行
忠
本
（
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
伝
世
尊
寺
行
忠
筆
本
）

　

鎌
倉
末
～
南
北
朝
・
巻
子
装
・
素
紙

鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
写
本
は
、
今
治
寂
蓮
本
（
雲
紙
）
や
墨
流
本

の
よ
う
に
装
飾
料
紙
を
用
い
た
も
の
も
存
在
す
る
が
、素
紙
が
多
く
な
る
。

た
だ
し
、
今
回
取
り
上
げ
て
い
な
い
古
筆
切
の
中
に
は
箔
散
ら
し
や
雲
紙

を
用
い
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
装
丁
に
つ
い
て
は
、
建
長
本
や
冷
泉
家

本
な
ど
の
よ
う
に
綴
葉
装
冊
子
本
も
見
ら
れ
る
が
、
や
は
り
巻
子
本
が
多

い
。『

和
漢
朗
詠
集
』
の
諸
本
で
は
詩
歌
の
下
に
脚
注
の
よ
う
な
形
で
詩
題

や
作
者
が
書
き
込
ま
れ
る
。
嵯
峨
本
・
建
長
本
・
正
安
本
・
生
田
本
な
ど
、

大
江
匡
房
の
注
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
朗
詠
江
注
系
の
伝
本
を

中
心
に
、
作
者
や
詩
題
歌
題
注
記
が
詳
細
に
付
さ
れ
る
。
一
方
、
逸
翁
行

成
本
や
京
女
行
能
筆
本
な
ど
で
は
、
詩
題
が
あ
ま
り
記
さ
れ
ず
、
作
者
の

み
が
書
か
れ
、
墨
流
本
や
逸
翁
行
能
筆
本
な
ど
で
は
作
者
・
詩
題
と
も
に

一
切
記
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。

詳
細
な
詩
題
注
記
を
持
つ
写
本
で
は
、
読
み
仮
名
や
訓
点
・
ヲ
コ
ト
点

な
ど
が
多
く
記
さ
れ
る
。
と
く
に
一
つ
の
語
に
対
し
て
複
数
の
読
み
が
記

さ
れ
る
な
ど
、
本
文
を
い
か
に
読
む
か
と
い
う
点
に
重
点
が
置
か
れ
て
い

る
よ
う
に
な
る
。
詩
題
注
記
の
詳
細
化
、
複
数
の
訓
点
や
読
み
を
漏
ら
さ

ず
に
記
す
と
い
っ
た
研
究
的
態
度
が
う
か
が
え
る
。

《
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
写
本
》

44
後
醍
醐
天
皇
本
（
陽
明
文
庫
蔵
伝
後
醍
醐
天
皇
筆
本
）

　
（
一
三
一
九
年
）
折
本
（
も
と
巻
子
装
）・
素
紙

45
歴
博
覚
源
本
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
伝
覚
源
筆
本
）

　
（
一
三
二
〇
年
）
巻
子
装
・
素
紙

46
東
大
良
超
本
（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
伝
良
超
筆
本
）

　
（
一
三
二
二
年
）
粘
葉
装
・
素
紙

47
龍
門
文
庫
本
（
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
本
）（
一
三
二
七
年
）

　

冊
子
本
・
素
紙

48
鳳
来
寺
本
（
鳳
来
寺
旧
蔵
藤
原
師
英
筆
本
）（
一
三
三
九
）

　

巻
子
装
・
素
紙

49
長
通
本
（
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
久
我
長
通
筆
本
）

　
（
一
三
四
四
年
）
綴
葉
装
・
素
紙

50
貞
和
本
（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
貞
和
本
）
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（
一
三
四
七
年
）
巻
子
装
・
素
紙

51
史
料
尊
円
本
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
伝
尊
円
親
王
筆
本
）

　

折
本
（
も
と
巻
子
装
）・
金
銀
箔

52
東
大
国
文
本
（
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本
）

　

綴
葉
装
・
素
紙

53
逸
翁
為
親
本
（
逸
翁
美
術
館
蔵
伝
二
条
為
親
筆
本
）

　

巻
子
装
・
素
紙

54
為
重
本
（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
伝
二
条
為
重
筆
本
）

　

綴
葉
装
・
素
紙

55
伏
見
宮
本
（
書
陵
部
蔵
伏
見
宮
本
、「
調
子
品
秘
曲
譜
」
の
裏
書
）

　

巻
子
装
・
素
紙

56
書
陵
部
室
町
写
本
（
書
陵
部
蔵
室
町
写
本
）

　

巻
子
装
（
も
と
冊
子
本
）・
素
紙

57
今
治
紹
巴
本
（
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
伝
紹
巴
筆
本
）

　

巻
子
装
（
も
と
冊
子
本
）・
素
紙

58
義
輝
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
伝
足
利
義
輝
筆
本
）

　

綴
葉
装
・
素
紙

59
遠
忠
本
（
國
學
院
大
學
蔵
伝
十
市
遠
忠
筆
本
）

　

綴
葉
装
・
素
紙

60
覚
恕
本
（
東
北
大
学
三
春
秋
田
文
庫
蔵
伝
覚
恕
法
親
王
筆
本
）

　

綴
葉
装
・
素
紙

61
宗
鑑
本
（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
伝
山
崎
宗
鑑
筆
本
）

　

綴
葉
装
・
素
紙

南
北
朝
以
降
の
写
本
で
完
本
の
形
で
現
存
す
る
も
の
で
は
装
飾
料
紙
を

用
い
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
古
筆
切
で
は
雲
母
引
き
や
金

泥
下
絵
、
雲
紙
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
綴
葉
装
冊
子
本
で
伝
わ

る
も
の
が
多
く
な
っ
て
く
る
が
、
そ
れ
で
も
巻
子
本
に
仕
立
て
ら
れ
て
い

る
状
況
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

《
江
戸
時
代
》

62
龍
山
本
※
（
陽
明
文
庫
蔵
近
衛
龍
山
筆
本
）

　

巻
子
装
・
素
紙

63
書
陵
部
天
和
本
（
書
陵
部
蔵
天
和
書
写
本
）

　
（
一
六
八
一
年
）
綴
葉
装
・
素
紙

64
長
親
本
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
菅
原
長
親
校
本
）

　
（
一
八
一
四
年
）
袋
綴
本
・
素
紙

江
戸
時
代
の
写
本
で
は
冊
子
本
が
多
く
な
る
が
、
そ
れ
で
も
巻
子
本
が

見
ら
れ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
染
紙
や
金
銀
泥
下
絵
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の
装
飾
料
紙
に
一
部
を
抜
き
書
き
に
し
て
巻
子
に
仕
立
て
た
も
の
も
見
ら

れ
る
。三

、
諸
本
の
形
態

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
諸
本
は
書
写
年
代
を
問
わ
ず
、
巻
子
装
の
も
の
が

多
い
こ
と
は
前
章
で
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
平
安
書
写
の
も
の
は
装
飾

料
紙
を
用
い
た
調
度
品
で
あ
り
、
巻
子
本
で
あ
る
こ
と
も
頷
け
る
が
、
平

安
書
写
の
多
賀
切
を
始
め
、
鎌
倉
期
以
降
の
写
本
で
は
素
紙
の
巻
子
本
が

多
く
、
調
度
品
で
あ
る
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
た
理

由
を
説
明
で
き
な
い
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
以
上
に
写
本
が
伝
わ
り
、
収
載
さ
れ
る
歌
数
も
そ
れ

ほ
ど
変
わ
ら
な
い
『
古
今
集
』
の
場
合
、
高
野
切
や
伝
藤
原
公
任
筆
本
な

ど
、
平
安
時
代
書
写
の
も
の
と
し
て
は
装
飾
料
紙
や
巻
子
本
に
書
写
さ
れ

た
も
の
も
あ
る
が
、
鎌
倉
期
以
降
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
が
綴
葉
装
な
ど
の

冊
子
本
で
あ
る
。『
古
今
集
』
と
比
較
し
て
も
巻
子
本
に
仕
立
て
ら
れ
る

点
は
本
集
の
特
徴
の
一
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

巻
子
本
と
い
え
ば
、
調
度
品
の
ほ
か
に
注
釈
書
や
秘
伝
書
、
ま
た
漢
籍

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

注
釈
書
と
い
う
点
で
い
え
ば
、
朗
詠
江
注
が
あ
る
が
、
江
注
の
書
き
込

み
を
持
つ
諸
本
で
は
23
建
長
本
・
64
長
親
本
が
冊
子
本
で
あ
る
以
外
は
、

21
嵯
峨
切
・
22
正
安
本
・
24
関
大
生
田
本
・
25
書
陵
部
為
家
為
定
本
・
39

関
大
行
尹
本
・
42
逸
翁
為
秀
本
・
48
鳳
来
寺
旧
蔵
本
・
50
貞
和
本
が
巻
子

本
で
あ
る
。
冊
子
本
で
は
行
間
に
し
か
書
き
込
み
は
で
き
な
い
が
、
巻
子

本
で
あ
れ
ば
裏
に
注
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
22
正
安
本
や
24
関
大
生
田

本
に
は
江
注
以
外
の
詳
細
な
書
き
入
れ
注
が
裏
書
き
と
し
て
書
き
込
ま
れ

て
い
る
。

経
典
や
『
白
氏
文
集
』
な
ど
の
漢
籍
類
も
巻
子
本
で
あ
る
こ
と
が
多
い

が
、
和
歌
が
並
記
さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
漢
籍
と
は
言
い
難
い
。
し

か
し
、
写
本
の
書
写
形
式
の
変
遷
を
考
え
て
み
た
い
。

漢
詩
は
七
言
詩
二
句
が
一
行
に
、
和
歌
は
一
首
二
行
書
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
平
安
書
写
の
も
の
で
は
、
漢
詩
一
行
と
和
歌
一
行
が
同
じ
幅
で
書

写
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
以
後
の
写
本
で
は
次
第
に
和
歌
が
詰
め
て
書
か
れ

る
よ
う
に
な
り
、【
図
一
】
関
大
行
尹
本
の
よ
う
に
、
漢
詩
一
行
の
幅
に

和
歌
一
首
を
二
行
書
で
詰
め
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
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【
図
一
】
関
大
行
尹
本
・
下
巻
・
故
京

さ
ら
に
、
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
（
上
巻
零
本
・
桂
一
二
〇
三
）
で
は
次
の

よ
う
に
書
写
さ
れ
る
。

　
　

鹿　
い
ま
こ
ん
と
た
れ
た
の
め
け
ん
あ
き
の
よ
を
…

き
り
／
＼
す
い
た
く
な
ゝ
き
そ
秋
の
よ
の
…

青
苔
路
滑
僧
帰
寺
紅
葉
声
乾
鹿
在
林　

温
庭
筠

暗
遣
食
苹
身
色
変
更
随
加
草
徳
風
来　

紀

　
　

露　
も
み
ぢ
せ
ぬ
と
き
は
の
山
に
す
む
し
か
は
…
…

ゆ
ふ
づ
く
よ
を
ぐ
ら
の
や
ま
に
な
く
し
か
の
…

こ
の
よ
う
に
、
和
歌
は
本
文
と
し
て
で
は
な
く
、
項
目
名
の
下
に
注
記
の

よ
う
に
細
字
で
書
か
れ
た
も
の
も
あ
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
注
釈
で
あ
り
、
漢
文
体
で
書
か
れ
た
『
和
漢
朗
詠

集
私
注
』
で
は
和
歌
に
注
が
施
さ
れ
な
い
な
ど
、
和
歌
と
漢
詩
で
扱
い
が

異
な
る
。

書
写
の
形
式
だ
け
で
な
く
、
書
写
態
度
に
も
和
歌
と
漢
詩
で
は
違
い
が

見
ら
れ
る
例
が
あ
る
。

【
図
二
】
関
大
行
尹
本
・
下
巻
王
昭
君
・
七
〇
四
番
歌

例
え
ば
、
関
大
行
尹
本
で
は
【
図
二
】
の
よ
う
に
、
粘
葉
本
で
は
「
あ

し
ひ
き
の
山
隠
れ
な
る
ほ
と
と
ぎ
す
聞
く
人
も
な
き
ね
を
の
み
ぞ
鳴
く
」

と
あ
る
歌
が
、
第
二
～
三
句
と
第
四
句
の
「
こ
と
に
」
を
そ
れ
ぞ
れ
割
書

に
す
る
。こ
の
形
で
は「
あ
し
ひ
き
の〈
や
ま
か
く
れ
な
る
／
ほ
と
ゝ
き
す
〉

き
く
人
〈
こ
と
に
〉
と
や
な
く
ら
ん
」
と
明
ら
か
に
意
味
が
通
じ
ず
、
字

数
も
足
り
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
他
に
も
和
歌
の
字
数
が
足
り
な
い
箇
所

が
数
カ
所
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
の
箇
所
で
も
訂
正
や
加
筆
は
さ
れ

て
い
な
い
。
漢
詩
の
場
合
、
前
掲
【
図
一
】
に
挙
げ
た
よ
う
に
、「
故
宮

付
故
宅
」
の
一
行
目
（
後
か
ら
二
行
目
）
の
第
六
文
字
目
「
槐
」
の
右
横

に
「
檜
」、
二
行
目
の
本
文
最
後
「
秋
風
」
の
「
風
」
の
右
に
「
声
」
と
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書
き
入
れ
る
な
ど
、
異
本
注
記
や
異
本
や
訂
正
な
ど
が
細
か
く
書
き
込
ま

れ
て
い
る
。

同
様
の
例
は
他
本
で
も
見
ら
れ
る
。
59
遠
忠
本（

2
（

も
や
は
り
字
数
が
足
り

な
い
歌
が
あ
る
。
下
巻
・
懐
旧
・
七
四
九
番
歌
は
「
世
の
中
に
あ
ら
ま
し

か
ば
と
思
ふ
人
な
き
は
お
ほ
く
も
な
り
に
け
る
か
な
」
と
あ
る
べ
き
と
こ

ろ
、「
よ
の
中
あ
ら
ま
ほ
／
な
き
は
お
ほ
く
も
な
り
に
け
る
か
な
」
と
、

上
の
句
が
「
あ
ら
ま
ほ
」
以
下
空
白
に
な
っ
て
い
る
。

遠
忠
本
は
ほ
か
に
、
下
巻
・
老
人
・
七
三
一
番
歌
で
も
、「
増
鏡　

そ

こ
な
る
か
げ
に　

む
か
ひ
ゐ
て　

み
る
と
き
に
こ
そ　

知
ら
ぬ
翁
に　

あ

ふ
心
地
す
れ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
第
四
句
の
「
み
る
と
き
に
こ
そ
」
を
書

き
落
と
す
。

七
三
一
番
歌
の
例
は
書
陵
部
室
町
写
本
、
書
陵
部
天
和
本
に
も
見
ら
れ

る
が
、
こ
の
三
本
が
共
通
し
た
親
本
か
ら
派
生
し
た
と
は
考
え
難
い
。
お

そ
ら
く
、
こ
の
歌
が
旋
頭
歌
で
あ
る
こ
と
、「
み
る
と
き
に
こ
そ
」
が
抜

け
落
ち
て
も
意
味
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
書
き
落
と
し
に
気
づ
か
な
か
っ

た
可
能
性
は
あ
る
。
だ
が
、
先
の
七
四
九
番
歌
で
は
明
ら
か
に
字
数
が
足

り
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
書
き
入
れ
な
ど
の
訂
正
は
さ
れ
な
い
。
遠
忠
本

の
場
合
も
、
漢
詩
に
は
異
本
書
き
入
れ
や
訂
正
が
あ
る
た
め
、
校
合
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
和
歌
本
文
に
つ
い
て
は
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
26
逸
翁
零
本
で
は
、
下
巻
・
無
常
の
七
九
六
番
歌
「
手
に
結
ぶ

水
に
や
ど
れ
る
月
影
の
あ
る
か
な
き
か
の
世
に
こ
そ
あ
り
け
れ
」
七
九
七

番
歌
「
末
の
露
も
と
の
滴
や
世
の
中
の
遅
れ
先
立
つ
た
め
し
な
る
ら
ん
」

と
あ
る
と
こ
ろ
、「
手
に
結
ぶ
水
に
や
ど
れ
る
月
影
の
遅
れ
先
立
つ
た
め

し
な
る
ら
ん
」
と
あ
り
、
七
九
六
番
歌
の
上
の
句
と
七
九
七
番
歌
の
下
の

句
が
混
在
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
な
お
、
逸
翁
零
本
で
は
こ
の
混
在
歌
の

次
に
七
九
七
番
歌
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
あ
か
ら
さ
ま
な
例
で
は
な
い
が
、
一
字
二
字
の
脱
落
は
さ
ま

ざ
ま
な
写
本
で
見
受
け
ら
れ
る
が
、
訂
正
さ
れ
る
こ
と
は
多
く
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、漢
詩
と
和
歌
の
書
写
態
度
や
校
訂
に
は
差
が
見
ら
れ
る
。

和
歌
の
書
写
に
は
漢
詩
ほ
ど
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
表
れ
で
あ

ろ
う
。

次
に
、
和
歌
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
も
見
て
お
き
た
い
。

上
巻
・
春
部
・
三
月
三
日
付
桃
・
四
四
番
歌
の
場
合
、
第
五
句
に
本
文

の
揺
れ
が
見
ら
れ
る（

3
（

。

み
ち
と
せ
に
な
る
と
い
ふ
も
ゝ
の
こ
と
し
よ
り

は
な
さ
く
は
る
に
あ
ひ
そ
め
に
け
り

「
あ
ひ
そ
め
に
け
り
」
→
「
あ
ひ
そ
め
に
け
る
」
逸
成

→
「
あ
ひ
そ
し
に
け
る
」
寂
然
・
生

→
「
あ
ふ
そ
う
れ
し
き
」
戊
・
長
・
東
経
・
逸
能
・
京
能
・
東
永
・

歴
覚
・
兼
・
恕
・
書
天
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→
「
あ
ひ
に
け
る
か
な
」
公
・
山
・
久
・
貞
・
建
・
鳳
・
逸
秀
・
正
・

嵯
・
浄
・
忠
・
輝
・
後
・
東
超
・
龍
・
通
・
東
文
・
書
室
・
遠
・

史
尊
・
逸
親
・
紹
・
重
・
宗

→
「
な
り
に
け
る
か
な
」
書
為
・
伏

こ
の
歌
は
『
拾
遺
集
』『
拾
遺
抄
』
に
見
ら
れ
る
歌
で
あ
る
。『
拾
遺
集
』

（
天
福
本
）
で
は
作
者
を
「
み
つ
ね
」
と
し
、『
拾
遺
抄
』
で
は
「
よ
み
人

知
ら
ず
」、『
古
今
和
歌
六
帖
』
は
「
忠
岑
」
と
す
る
。

　

第
五
句
は
、『
拾
遺
集
』（
天
福
本
）「
あ
ひ
に
け
る
か
な
」、『
拾
遺
集
』

（
異
本
系
統
）『
拾
遺
抄
』（
流
布
本
、貞
和
本
、書
陵
部
四
五
〇
・
一
一
本
）「
あ

ひ
そ
し
に
け
る
」、『
拾
遺
抄
』（
書
陵
部
五
〇
三
・
二
四
三
本
）「
あ
ひ
そ

め
に
け
り
」と
あ
る
。
ま
た
、『
忠
岑
集
』『
是
則
集
』の
他
、『
俊
頼
髄
脳
』『
和

歌
童
蒙
抄
』
な
ど
の
歌
論
書
に
も
同
じ
歌
が
あ
り
、
初
句
と
結
句
に
異
同

が
見
ら
れ
る

『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
本
で
の
本
文
の
揺
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
他
本
で
の

揺
れ
を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
異
同
は
本
文
の
系

統
や
他
本
で
校
合
し
た
結
果
と
い
う
よ
り
は
、
書
き
出
し
の
初
句
だ
け
を

見
て
あ
と
は
記
憶
に
あ
る
形
で
書
い
た
結
果
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
の

作
品
で
は
結
句
だ
け
で
な
く
初
句
も
「
み
ち
と
せ
に
」
と
「
み
ち
よ
へ
て
」

の
異
同
が
あ
る
の
に
対
し
、『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
本
で
は
、
寂
然
本
の
み

が
「
み
ち
よ
へ
て
」
と
あ
る
以
外
、
調
査
し
た
範
囲
の
諸
本
で
は
す
べ
て

「
み
ち
と
せ
に
」
と
す
る
。

も
う
一
例
、
下
巻
・
禁
中
五
二
六
番
歌
の
例
を
見
て
み
た
い
。
異
同
は

主
な
も
の
の
み
を
掲
出
す
る
。

み
か
き
も
る
ゑ
し
の
た
く
ひ
に
あ
ら
ね
と
も

わ
れ
も
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
に
こ
そ
お
も
へ

「
ゑ
し
の
た
く
ひ
に
」（
粘
・
近
・
伊
・
久
・
逸
房
・
後
・
史
尊
・
恕
）

→
「
ゑ
し
の
た
く
ひ
に
は
」
重

→
「
そ
の
た
く
ひ
に
は
」（
そ
の
他
諸
本
）

「
あ
ら
ね
と
も
」
→
「
あ
ら
ね
は
」
東
文

「
わ
れ
も
」
→
「
我
は
」
公

「
う
ち
に
こ
そ
お
も
へ
」（
粘
・
近
・
伊
・
恕
）

→
「
う
ち
は
も
え
つ
ゝ
」
久

→
「
う
ち
に
み
え
た
り
」
関
尹

→
「
う
ち
に
こ
そ
あ
れ
」
東
経

→
「
う
ち
に
こ
そ
す
め
」
書
室
・
遠

→
「
う
ち
に
こ
そ
ま
て
」（
生
）・
書
天

→
「
な
か
に
こ
そ
た
け
」
関
・
雲
・
公
・
葦
・
戊
・
逸
成
・
冷
・
通

→
「
う
ち
に
こ
そ
た
け
」（
そ
の
他
諸
本
）

こ
の
歌
は
、
出
典
未
詳
歌
で
他
に
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
歌

で
も
、
第
三
句
と
結
句
に
大
き
な
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
系
統
に
よ
る
異
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同
と
は
考
え
難
い
。

以
上
見
て
き
た
通
り
、
和
歌
は
行
間
を
詰
め
て
書
写
さ
れ
る
こ
と
、
本

文
に
問
題
が
あ
っ
て
も
訂
正
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
、
歌
本
文
に
異

同
が
多
く
、
正
確
に
は
書
写
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。
漢
詩
に
対
し
て
和
歌
が
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
な
く
な
る
傾
向

が
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
本
が
巻
子
本
と
し
て
書
写
さ
れ
て
い
く
背
景
に
は
、

調
度
品
と
し
て
の
意
味
の
他
、
注
釈
書
と
し
て
の
意
味
、
漢
籍
に
準
じ
た

扱
い
で
あ
っ
た
可
能
性
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

四
、
お
わ
り
に

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
写
本
は
、
成
立
以
後
数
多
く
書
写
さ
れ
て
き
た
が
、

書
写
目
的
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
た
だ
あ
る
も
の
を
書
き
写
す
だ
け
で
は

な
く
、
調
度
品
と
し
て
文
字
の
鑑
賞
、
本
文
研
究
・
訓
読
の
勉
強
な
ど
、

時
代
に
合
わ
せ
て
様
々
に
書
写
さ
れ
て
き
た
。
巻
子
本
は
そ
の
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
に
合
っ
た
都
合
の
よ
い
装
丁
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
和
歌
に
つ
い
て
は
漢
詩
に
比
べ
て
や
や
軽
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
が

見
ら
れ
る
が
、
和
歌
を
省
略
し
て
漢
詩
文
句
だ
け
を
書
写
し
た
写
本
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
文
字
の
鑑
賞
と
い
う
意
味
で
は
漢
字
と
仮
名
、
漢

詩
と
和
歌
の
取
り
合
わ
せ
は
重
要
で
あ
る
が
、
鑑
賞
の
た
め
に
書
か
れ
た

の
で
は
な
い
写
本
で
も
和
歌
は
書
写
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
も
少
し
触
れ

た
が
、
平
安
書
写
の
公
任
筆
本
な
ど
で
は
和
歌
を
草
仮
名
や
万
葉
仮
名
、

宣
命
書
風
に
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
和
歌
の
書
写
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

　
付
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：

本
研
究
は
、JSPS

科
研
費JP 16K

02382

の
助
成
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受
け
た
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の
で
あ
り
、二
〇
一
八
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和
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文
学
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回
特
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国
立
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大
学
）
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発
表
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た
内
容
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基
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上
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さ
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。
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